
令和４年度  今泉小学校 学校評価書 
※ 網掛けのない部分が評価計画，網掛けの部分が評価結果を受けて記入する。 

１ 教育目標（目指す児童像含む） 
◇基本目標  豊かな人間性をもち，主体的に判断・行動し，自らの向上と社会の発展を目指してたくましく

生きる児童を育成する。 

◇具体目標 1 明るく思いやりのある子（思いやり） 

2 自ら考え進んで学ぶ子 （創造力）       

3 元気で，やりぬく子  （体力・気力）  

合言葉「今泉の子 やさしく かしこく たくましく」 
 
２ 学校経営の理念（目指す学校像含む） 
「明るく 楽しく 喜びいっぱい 心のふるさと今泉小」（キャッチフレーズ）の創造 
―家庭，地域の信頼と協力の基，誰もが夢や希望を抱き，喜びややりがいをもって生き生きと生活し個々の力

を伸長できる，児童，家庭，地域とともに歩む学校― 
 
３ 学校経営の方針（中期的視点） ※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針は文頭に○印を付ける。 

○(1) 自ら進んで考え，楽しく学び合う人づくり 

・学習のねらいをより具体化・明確化する工夫と，地域教育力の積極的な活用 

(2) 当たり前のことが自然にできる人づくり 

・縦割り班活動（にこにこ活動）の充実と，地域ぐるみのあいさつ運動 

○(3) 自ら健康や体力づくりに励み，たくましく生きる人づくり 

  ・体育授業や体育的行事等の充実と，家庭との連携を図った食育の推進 

(4) 愛情や誇りを感じ，夢や希望のもてる学校づくり 

  ・児童が今泉小のよさを実感し，愛情や誇りのもてる学校経営 
○(5)９年間の学びをつなぎ，地域とともに歩む学校づくり 

 ・地域内小中学校，保護者，地域，団体，企業などとの連携・協力体制の構築 

 (6)教職員がやりがいをもち，生き生きと勤務できる学校づくり 
 
 
 
 

 
４ 教育課程編成の方針 

(1) 教育関係諸法令や学習指導要領，とちぎ教育ビジョン 2025，第２次宇都宮市学校教育推進計画，学校教育

スタンダード，令和４年度指導の重点，泉が丘地域学校園教育ビジョンを踏まえ，教科横断的な視点を意識

しながら編成する。 

(2) 児童がもつ個々の力を伸ばすことを目指し，教育目標，本年度の学校経営方針，重点目標の具現化を図る

ことができるよう編成する。 

(3) 本校の歴史と伝統を大切にし，児童の実態や本校の特色，地域の教育力を生かした特色ある教育課程を編

成する。 
 
５ 今年度の重点目標（短期的視点）※「小中一貫教育・地域学校園」に関する重点目標は文頭に○印を付ける。 
【学 校 運 営】 
○「地域はみんなの学校」を目指し，地域内小中学校，保護者，地域，団体，企業などとの連携・協力体制

を構築し，地域の教育力を生かした教育活動による人づくりに努める。 

・様々な「ふれあい」と「学び合い」により，たくさんの「よろこび」を味わうことで自信を深め，個々の

力を伸長できる学校づくりに努める。 

・児童と向き合う時間と質の高い教育を確保するため，校務の適正化と効率化を推進する。 

 

[泉が丘地域学校園教育ビジョン] 

 望ましい人間関係をつくり，進んで学び合う児童生徒の育成 

    ～学びの泉 おもいやりの泉 げんきの泉～ 



【学 習 指 導】 
○「自ら考え進んで学び合う児童の育成を目指して」 

～子ども一人一人が「学ぶ」喜びを味わうこと授業デザインの工夫～ 

 ・児童一人一人が学びを実感し，主体的に学びに向かう授業実践 
 ・特別支援教育の視点を踏まえた支援の充実 
【児 童 指 導】 
○家庭・地域・学校園と連携して取り組む安全・安心の学校づくり 

～人とのつながりを大切にし，自分の成長を意識できる児童をめざして～ 

 ・基本的生活習慣の育成と規範意識の醸成 ・望ましい人間関係づくりと個に応じた問題行動対策 

 ・安全指導の強化 ・家庭，地域，関係機関等との連携 

【健 康（体力・食育・保健・安全）】 

○児童一人一人が主体的に健康や体力づくりに励み，たくましく生きる人づくり 
・望ましい食習慣の育成 ・基本的な健康習慣の定着と体力向上 
・安全に関する意識の向上 ・家庭，地域との連携協力 

 
６ 自己評価（評価項目のＡは市共通，Ｂは学校独自を示す。） 

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 
※「主な具体的な取組」の方向性には，Ａ拡充 Ｂ継続 Ｃ縮小・廃止，を自己評価時に記入する。 

項

目 
評価項目 主な具体的な取組 

方

向

性 
評 価 

      

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
目 
 
指 
 
す 
 
児 

Ａ１ 児童は，進んで学習

に取り組んでいる。 

【数値指標】 

全体アンケート「児童は，

授業中，話をしっかりと聞

いたり，発表したりするな

ど進んで学習に取り組ん

でいる。」 

⇒児童・教職員の肯定的回

答 ９０％以上 

 

① 自分の考えを発表できるような場

を設けるとともに，自己表現とコミ

ュニケーション能力の向上を目指

した授業の工夫をする。 

② 地域学校園で作成した「家庭学習の

手引き」を活用して，児童・保護者

に家庭学習について啓発する。 

③ 学業指導を充実させるとともに，体

験的学習や問題解決学習を積極的

に取り入れ学習意欲の向上に努め

る。 

④ 自主学習を奨励し，家庭学習の習慣

化を図るとともに学年・学級及び一

人一人の実態に合わせた学習に取

り組めるようにする。 

Ｂ 

【達成状況】 

・教職員，保護者，児童の肯定的回答率が数

値指標を達成した。With コロナで，内容を

工夫しながら，できる限り協働的に学ぶ場

面も取り入れた。 

【次年度の方針】 
①見通しをもって学習活動に取り組むこと

で，自分の思いや考えを安心して発表し

合える場や話合いの形態を工夫し，コミ

ュニケーション能力の向上を図った授業

づくりに努める。 

②地域学校で作成した「家庭学習の手引き」

を活用して，継続して児童・保護者に家庭

学習について啓発する。 

③体験的学習や問題解決学習を積極的に取

り入れ，学習内容を自分事として捉えや

すくし，学習意欲の向上に努める。 

④引き続き，学年・学級及び一人一人の実態

に合わせた学習に取り組めるよう基本的

な学習習慣の奨励，家庭学習の習慣化を

進めていく。 

 教職員 保護者 地域 児童 
Ｒ４ 100.0 95.2  96.3 
Ｒ３ 100.0 94.5  95.1 



 
童 
 
の 
 
姿 

Ａ２ 児童は，思いやりの

心をもっている。 

【数値指標】 

全体アンケート「児童は，

誰に対しても，思いやりの

心をもって優しく接して

いる。」 

⇒児童・教職員の肯定的回

答 ８５％以上  

① 朝の会や帰りの会で，児童の善い行

いを互いに認め，称賛し合う場を設

定する。 
② 道徳科において，自分自身を見つめ

人物に共感して自分との関わりで

考える授業を行う。 
③ 児童会活動や縦割り班活動を通し

て，互いを思いやる心を育む。 
④ 明確なねらいをもち，幼・保・中・

高・地域の人との交流活動に進んで

取り組む。 

Ｂ 

【達成状況】 

・肯定的回答率が数値指標を達成した。 
 
【次年度の方針】 
①②③相手の気持ちを考え，行動できるよ

う，生活場面，学級活動，道徳の時間，児

童会活動において，継続的に指導，支援を

していく。 
④全職員が共通理解のもと，相手の気持ち

を思いやるというねらいを明確にして，

活動を設定する。幼・保・中・高・地域の

人との交流活動において，思いやりの心

をもてるように働き掛ける。 

 教職員 保護者 地域 児童 
Ｒ４ 100.0 96.4 94.4 96.7 
Ｒ３ 100.0 94.8 93.8 95.6 

Ａ３ 児童は，きまりやマ

ナーを守って，生活を

している。 

【数値指標】 

全体アンケート「児童は，

きまりやマナーを守って

生活している。」 

⇒児童・教職員の肯定的回

答 ８５％以上  

 

① 家庭や地域社会との連携を充実 

させ，「今泉小のあたりまえ」（挨拶・

廊下の歩行・次の準備・身だしなみ・

言葉遣い）を指針にさらなる学級指

導や全体への児童指導を通して規範

意識を高める。特に「あいさつ」を

重点目標とする。 

② 「友達アンケート」に「今泉小あた

りまえ五か条」のチェック項目を入

れ，振り返りをさせることで，児童

の主体性を高めながら習慣化を図

る。 

③ 生活当番による校内の巡視を通し

て，児童の生活の様子を把握し，全

校体制で指導に当たるようにする。 

Ｂ 

【達成状況】 

 
【次年度の方針】 
①学級指導や全体への児童指導を通して

「今泉小のあたりまえ五か条」の定着を

図るとともに規範意識を高める。特に挨

拶を重点とする。 

②めあてをもった取組，振り返りを十分に

行うとともに，児童の自発的な取組をさ

らに支援する。 
③安全点検や安全指導の徹底を図り，児童

が安全で快適に生活できるように努める。 

 教職員 保護者 地域 児童 
Ｒ４ 100.0 97.7 94.4 96.7 
Ｒ３ 100.0 97.0 100.0 93.0 

Ａ４ 児童は，時と場に応

じたあいさつをして

いる。 

【数値指標】 

全体アンケート「児童は，

時と場に応じたあいさつ

をしている。」 

⇒児童・保護者・教職員・ 

地域住民の肯定的回答 

８０％以上  

① 教職員が率先垂範に努めるととも

に，校内掲示や各種たより，学校ホ

ームページ等により児童・保護者へ

の啓発に努める。 

② 児童会主体で，あいさつ運動を計画

的・継続的に推進する。 
③ 小中一貫学校園と連携したあいさ

つ運動の推進を図る。特に，登下校

時の挨拶の徹底を図るようにする。 

④ 「友達アンケート」にチェック項目

を入れ，振り返りを行い，児童の自

発的な挨拶を促す。 

⑤ 「親子で考えようあいさつ標語」を

募集し挨拶への関心を高める。 

Ｂ 

【達成状況】 

 
【次年度の方針】 
①各種たより等で児童・保護者・地域への啓

発に努める。 

②③児童会主体で，あいさつ運動を計画的・

継続的に推進する。（小中一貫学校園と連

携）登下校時の挨拶が積極的に行えるよ

うに声を掛け，自発的な挨拶を促す。    

④ 振り返りを行うことで自分の挨拶につ

いて見つめ直す機会を作る。 

⑤ 親子で挨拶について話し合う機会をも

てるよう，学校ホームページ等により

児童・保護者への啓発に努める。 

 教職員 保護者 地域 児童 
Ｒ４ 95.2 80.2 88.9 96.7 
Ｒ３ 85.4 80.1 88.2 96.6 



Ａ５ 児童は，目標に向か

ってあきらめずに，粘

り強く取り組んでい

る。 

【数値指標】 

全体アンケート「私は夢や

希望に向かってあきらめ

ずに，粘り強く取り組んで

いる。」 

⇒児童・教職員の肯定的回 

答 ８０％以上  

① 根気強く取り組むことの大切さを

学んだり，思いや願いを生かした課

題を実践したりして，最後までやり

遂げられるよう支援するとともに，

児童の取組の様子を各種たよりや

学校ホームページによって家庭・地

域に発信する。 
② 児童の自己肯定感を高められるよ

うに，児童相互に認め合う場を設

け，教職員も認め励ます指導に努め

る。 
③ めあてカード，学習カード，ワーク

シート等の活用により達成感や充

実感を味わえるようにし，更に意欲

を高めるようにする。 

Ｂ 

【達成状況】 

・教職員，児童だけでなく，保護者の肯定的

回答率も数値指数を達成した。新しい生活

様式の中で取り組めることを工夫して行

い，積極的に各種便りにて発信した。 
【次年度の方針】 
①各活動においてめあてを立て，励ましの

言葉を掛けたり支援したりすることで粘

り強さを育成し，振り返りでは達成感を

味わえるようにする。また，児童の頑張り

の様子を発信したり，家庭で学校での頑

張ったことについての話をする場を設け

る機会を促したりするなどして家庭と連

携し，支援していく環境づくりに努める。 
②児童相互に認め合う場を設け，教職員も

認め励ます指導に努めることで，自己肯

定感を高められるようにする。 
③各種カードを有効に活用し，活動初めと 

終わりを比べて「できる」ようになった 
ことを明確にすることで，次への意欲に 
つなげられるようにする。 

 

 教職員 保護者 地域 児童 
Ｒ４ 97.6 80.5  90.4 
Ｒ３ 100.0 79.5  91.3 

Ａ６ 児童は，健康や安全

に気を付けて生活し

ている。 

【数値指標】 

全体アンケート「児童は，

健康や安全に気を付けて

生活している。」 

⇒教職員・保護者の肯定的

回答 ８５％以上 

 

① 体力の実態を把握し，体育の授業の

充実に努める。 
② 健康診断の結果を把握し，指導のポ

イントを明確にし，家庭と連携しな

がら健康の保持増進に努める。 
③ 日常の給食指導とともに「お弁当の

日」を親子で食事を考える機会とし

て，子どもたちの食への関心を高め

る。 
④ 避難訓練・交通安全教室等，安全教

育を通して，自分の命を守るための

行動力を身に付けられるようにす

る。 

Ｂ 

【達成状況】 

・肯定的回答率が数値指標を達成した。 
【次年度の方針】 
①体力テストや各種検定の結果から体力の

実態を把握し，体育の授業の充実に努め

る。 
②ほけんだよりや掲示物を通じ，健康に関

する情報を発信し，感染症予防の実践を

通し，児童の健康への関心高める。 
③日常の給食指導や校内放送による情報の

発信，家庭と連携した食育実践を通し，児

童の食への関心を高める。 
④安全教育を通して，自分の命を守るため

の行動力を身に付けられるようにする。 

 教職員 保護者 地域 児童 
Ｒ３ 97.6 94.8 93.3 95.9 
Ｒ２ 97.4 93.5 92.9 92.3 



Ａ７ 児童は，夢や目標を

もって，社会に貢献で

きるよう努力してい

る。 

【数値指標】 

全体アンケート「私は，夢

や目標に向かってあきら

めずに，粘り強く取り組ん

でいる。」 

⇒児童・教職員の肯定的回 

答 ８０％以上 

① 学級経営を核に「宮未来キャリア教

育」の充実を図り，児童が自らのよ

さを自覚して夢や目標の実現に向

けて取り組もうとする意欲や勤労

意欲，職業観を意図的・計画的に育

む。 
② 家庭や地域との連携を図り，体験活

動や地域の方との交流活動を通し

て，自己の成長や変容を自己評価

し，社会とのつながりを意識できる

ようにする。 

Ｂ 

【達成状況】 

・教職員，児童の肯定的回答率が数値目標を

達成した。感染症対策をしながら体験活動

や交流活動を工夫することで昨年度よりも

多くのことに取り組めた。 
 
【次年度の方針】 
①キャリア教育の視点から保護者と情報を

共有し，連携した取組を行っていく。 
②体験活動や交流活動の取組を継続し，児

童が自己の成長や変容を自己評価し，社

会とのつながりを意識できるようにす

る。 
 

 教職員 保護者 地域 児童 
Ｒ４ 97.6 80.5  90.4 
Ｒ３ 100.0 79.5  91.3 

Ａ８ 児童は，英語を使っ

てコミュニケーショ

ンしている。 

【数値指標】 

全体アンケート「児童は，

英語を使ってコミュニケ

ーションしている。」 

⇒児童・教職員の肯定的回

答 ８５％以上 

 

① 研修の充実により，教員の授業力の

向上を図るとともに，ＡＬＴを効果

的に活用した授業を工夫する。 
② 生きた英語に触れる機会の充実を

図り，言語や文化について体験的に

理解を深め，積極的にコミュニケー

ションを図ろうとする態度を育成

する。 
・ＡＬＴとの交流の場の工夫 
・学校行事等へのＡＬＴの参加 

③ 外国語活動に向けた環境整備の推

進に努める。 
・教材等，備品の管理の工夫 
・校内掲示の工夫 

Ｂ 

【達成状況】 

・児童，教職員ともに，数値指標より上回っ

たが，児童の肯定的回答率は昨年度よりも

下回った。 

【次年度の方針】 

①授業者の外国語指導能力の向上を図ると

ともに，ＡＬＴを活用した英語による学

習活動を中心とした授業を行う。 

②目的に応じた場の設定の工夫を行う。 

③教材・教具の工夫，児童の実態に合わせた

明確な板書計画等，分かりやすい英語授

業の環境づくりに努める。 

 教職員 保護者 地域 児童 
Ｒ４ 95.2   89.3 
Ｒ３ 92.7   92.0 

Ａ９ 児童は，宇都宮の良

さを知っている。 

【数値指標】 

全体アンケート「私は，宇

都宮のよさを知ってい

る。」 

⇒児童・教職員の肯定的回

答 ８０％以上  

① 生活科や社会科の地域を学ぶ学習

を通して郷土への愛情と誇りをも

てるようにする。 
② 特別活動（学校行事等）における体

験的な学習の場を設定し，興味関心

を高める。 
③ 宇都宮の伝統文化，行事や催しを知

る機会を設け啓発を行う。 

Ｂ 

【達成状況】 

・教職員，児童の肯定的回答率は，数値指標

を上回っているが保護者の回答は下回って

いる。しかし，児童においては，昨年度より

も肯定的回答率が下がっているので，指導

や支援の工夫が必要と思われる。 
【次年度の方針】 
①地域を学ぶ学習を通して，児童が郷土へ

の愛情と誇りをもてるようにするととも

に，保護者に児童の様子を今後も発信し

ていく。（HP・学級懇談・授業参観など） 
②③「宇都宮学」において充実した指導がで

きるように研修を深める。また，宇都宮の

伝統文化を学ぶなど，特別活動（学校行事

等）における体験的な学習の場を増やす。 

 教職員 保護者 地域 児童 
Ｒ４ 90.5 78.9  82.3 
Ｒ３ 82.9 75.4  86.1 



Ａ10 児童は，ＩＣＴ機器

や図書等を学習に活

用している。 

【数値指標】 

全体アンケート「児童は，

パソコンや図書等を学習

に活用している。」 

⇒児童・教職員の肯定的回

答 ８５％以上 

① 各教科等の学習において，個人用Ｐ

Ｃ等のＩＣＴ機器や図書等を効果

的に活用しながら，児童の主体的な

学習を推進する。 
② 情報教育主任によるＩＣＴ機器の

活用法等の情報発信や，ＩＣＴ支援

員を活用した研修等を通して教員

の指導力向上を図るとともに，児童

の発達段階に応じた指導を継続的

に行う。 
③ 学校図書館司書と連携し，児童の図

書館利用の意欲付けを図る。 

Ｂ 

【達成状況】 

・児童・教職員の肯定的回答は，それぞれ 
目標を十分に達成している。保護者も昨年

度の数値を上回っている。 
【次年度の方針】 
①日々の学習活動において個人用パソコ

ン，図書館の利用を促進し，児童が効果的

に情報を収集・活用できる能力を高めて

いく。 
②各教科領域においてＩＣＴ機器が効果的

に活用できる実践事例の共有や教材開発

に取り組む。 
③学校図書館司書と連携しながら推薦図書

（ゴールドマスター）を紹介したり，縦割

り班読書会や読書週間を工夫したりする

などして，児童の読書意欲を高める。 

 教職員 保護者 地域 児童 
Ｒ４ 100.0 88.0  93.5 
Ｒ３ 100.0 86.9  95.1 

Ａ11 児童は，高齢者に対

する感謝やいたわり

の心をもっている。         

【数値指標】 

全体アンケート「児童は，

誰に対しても，思いやりの

心をもって優しく接して

いる。」 

⇒児童・教職員の肯定的回

答 ８５％以上 

① 昔遊びや戦争体験講話等，高齢者の

協力を得た教育活動を行い，高齢者

から学ぶ機会を設ける。 
② 学校行事に招待したり，地域の活動

に参加したりすることで高齢者と

の交流を図る。 

Ｂ 

【達成状況】 

・肯定的回答率は数値目標を達成した。保護

者の肯定的割合も上昇した。 
 
【次年度の方針】 
①敬老会，運動会，昔遊び，戦後体験の講話

など高齢者の協力を得た教育活動を行

い，高齢者から学ぶ機会を設ける。 
②高齢者を学校行事に招待したり，児童に

地域の活動への参加を奨励したりするこ

とで，高齢者と関わる機会をもてるよう

にする。 

 教職員 保護者 地域 児童 
Ｒ４ 100.0 96.4 94.4 96.7 
Ｒ３ 100.0 94.8 93.8 95.6 

Ａ12 児童は，「持続可能

な社会」について，関

心をもっている。 

【数値指標】 

全体アンケート「児童は，

環境問題や防災等の「持続

可能な社会」について，関

心をもっている。」 

⇒児童・教職員の肯定的回

答 ８０％以上 

① 読書活動において，環境やエネルギ

ー，防災などの書籍を紹介し，日常

生活と地球の課題の関連に気付く

機会をもつ。 
② 委員会活動や各教科において省エ

ネ運動，リサイクル活動に取り組

み，環境問題についての関心を高め

る。 
Ｂ 

【達成状況】 

・児童・教職員ともに，肯定的回答率は，数

値指標を達成した。 
【次年度の方針】 
①各教科指導，読書活動において，環境やエ

ネルギー，防災などの書籍を紹介し，日常

生活と地球の課題の関連に気付く機会を

もつ。継続して指導していくことで，児童

の実践力を高めていく。 
②委員会活動，学級活動，各教科での指導等

において具体的な取組の実践化を図る。 

 教職員 保護者 地域 児童 
Ｒ４ 81.0   92.3 
Ｒ３ 75.6   89.6 
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Ａ13 教職員は，特別な支

援を必要とする児童

の実態に応じて，適切

な支援をしている。 

【数値指標】 

全体アンケート「教職員

は，特別な支援を必要とす

る児童や外国人児童等の

実態に応じて，適切な支援

をしている。」 

⇒教職員の肯定的回答 

９０％以上  

① 児童の実態を把握するとともに保

護者と情報交換しながら適切な支

援を行う。 

② 情報交換会を定期的に行うととも

にケース会議を活用し，情報共有と

支援方針の共通理解を図る。 

③ 特別支援教育コーディネーターや

日本語担当指導教員を中心に研修

を行うとともに個別支援計画に基

づいた支援機能の充実を図る。 

Ｂ 

【達成状況】 

・肯定的回答率は，数値指標を達成した。 
【次年度の方針】 
①保護者と情報交換をし，児童の実態把握

をした上で，教職員相互が連携し協力し

た支援の取組ができるようにする。 
②ケース会議等を十分活用し，情報共有と

支援方針の共通理解に努める。 
③個別の支援計画の作成に関する研修を行

うとともに，学校生活の様々な場面にお

いて，個別の支援計画に基づいた適切な

指導・支援ができるような機能の充実を

図る。 

 教職員 保護者 地域 児童 
Ｒ４ 97.6    
Ｒ３ 100.0    

Ａ14 教職員は，いじめが

許されない行為であ

ることを指導してい

る。 

【数値指標】 

全体アンケート「先生方

は，いじめが許されないこ

とを熱心に指導してくれ

る。」 

⇒児童の肯定的回答 

９０％以上  

① 「今泉小学校いじめ防止基本方 

針」のもと，いじめの早期発見･早

期対応や全校体制での支援に努め

る。また，実際に行っているいじめ

対策をより積極的に家庭に発信す

るよう努める。 

② 学年だより・児童指導だより等に

「友達アンケート」についての記載

をして，啓発に努める。 

③ 各教科・道徳・学級活動・日常生活

の指導を通して，いじめを許さない

児童の育成に努める。 

Ｂ 

【達成状況】 

・児童・教職員の肯定的回答は，それぞれ 
目標を十分に達成している。保護者も昨年

度の数値を上回っている。 
【次年度の方針】 
①「今泉小学校いじめ防止基本方針」のも

と，いじめの早期発見･早期対応や全校体

制での支援に努める。また，実際に行って

いるいじめ対策をより積極的に家庭に発 

信するよう努める。 

②「友達アンケート」の実施について学年便

り等で家庭に連絡するなど，学校での取

組について家庭に発信する機会を増や

し，啓発に努める。 

③各教科・道徳・学級活動・日常生活の指導

を通し，いじめを許さない児童の育成に

努める。 

 教職員 保護者 地域 児童 
Ｒ４ 100.0 89.8 100.0 97.9 
Ｒ３ 100.0 85.9 100.0 98.5 



Ａ15 教職員は，不登校を

生まない学級経営を

行っている。 

【数値指標】 

全体アンケート「先生方

は，一人一人を大切にし，

児童がともに認め励まし

合うクラスをつくってく

れている。」 

⇒児童の肯定的回答 

９０％以上 

 

① 一人一人のよさを認め，励ますよう

な温かい雰囲気の学級づくりに努

める。 

② 児童同士がともにかかわり合いを

もつ，望ましい人間関係の醸成に努

める。 

③ 児童が主体的に活動する場面や，活

躍できる場面を設定する。 

④ 欠席状況共有シートや日々の様子

の記録等を活用した情報共有を推

進し，共通理解に基づいた組織的計

画的な支援を推進する。 

Ｂ 

【達成状況】 

・児童・教職員の肯定的回答は，それぞれ 
目標を十分に達成している。保護者も昨年

度の数値を上回っている。 
【次年度の方針】 
①一人一人のよさを認め，励ますような温

かい雰囲気の学級づくりに努める。 

②児童同士が共に関わり合いをもつ，望ま

しい人間関係の醸成に努める。 

③児童が主体的に活動する場面や一人一人

のよさを発揮して活躍できる場面を設定

し，自己肯定感を高められるようにする。 

④欠席状況共有シートや日々の様子の記録

等を活用した情報共有を推進し，共通理

解に基づいた組織的計画的な支援を推進

する。 

  

 教職員 保護者 地域 児童 
Ｒ４ 97.6 93.6  97.6 
Ｒ３ 97.6 89.9  97.4 

Ａ16 教職員は，外国人児

童生徒等の実態に応

じて，適切な支援をし

ている。 

【数値指標】 

全体アンケート「教職員

は，特別な支援を必要とす

る児童や外国人児童等の

実態に応じて，適切な支援

をしている。」 

⇒教職員の肯定的回答 

９０％以上  

① 学級担任，日本語指導担当教員，全

教職員が連携し，共通理解を図って

支援する。 

② 母語指導者，日本語ボランティアと

連携し，児童・保護者への指導，支

援を行う。 

③ 個性を認め合う受容的で温かな学

級づくりに努める。 

Ｂ 

【達成状況】 

・肯定的回答率は，数値指標を達成した。 
【次年度の方針】           
①全教職員が連携し，共通理解でできるよ

う，情報交換の場を設定し，支援を行う。 
②学級担任，日本語指導担当教員を中心に

母語指導者，日本語ボランティアと連携

し，児童・保護者への指導，支援を行う。 
③引き続き，個性を認め合い，居がいのある

温かな学級づくりに努める。 

 教職員 保護者 地域 児童 
Ｒ４ 97.6    
Ｒ３ 100.0    

Ａ17 学校は，活気があ

り，明るくいきいきと

した雰囲気である。 

【数値指標】 

全体アンケート「私は今の

学校が好きです。」 

⇒児童の肯定的回答 

９０％以上 

 

① 縦割り班活動を充実させ，集会活

動，「ロング仲よしタイム」での共遊

など，いきいきと活動できるように

努める。 

② 異学年交流による縦割り班清掃活

動等，協力したり助け合ったりする

活動の充実に努める。 

③ 発達の段階に応じた係活動や委員

会活動，行事を通して学校への帰属

意識を高めるようにする。 Ｂ 

【達成状況】 

・児童の肯定的回答率は，数値指標を達成し

た。感染防止対策を取りながら，実施内容や

方法を工夫して活動を進めることができ

た。児童の数値が下がったものの，数値指標

が達成できたのは，児童とコロナ禍でも工

夫して活動できることを考えて取り組んだ

からだと考える。 
【次年度の方針】 
①状況に応じて，主体的に活動できる場や

方法を工夫していく。 

②縦割り清掃については安全対策を講じな

がら，できる範囲での取組を行っていく。 

③全職員が共通理解のもと，情報を共有し，

さらに自己存在感のもてる学校づくりに

努める。 
 

 教職員 保護者 地域 児童 
Ｒ４ 95.2 93.2 100.0 93.2 
Ｒ３ 92.7 92.9 100.0 93.7 



Ａ18 教職員は，分かる授

業や児童にきめ細か

な指導を行い，学力向

上を図っている。 

【数値指標】 

全体アンケート「先生方の

授業は分かりやすく，一人

一人に丁寧に教えてくれ

る。」 

⇒児童の肯定的回答 

９０％以上 

 

① 校内研修等で，授業を互いに公開

し，互いに高め合いながら授業力の

向上に努める。 

② ねらいを明確にした分かりやすい

きめ細かな授業を工夫し，基礎・基

本の定着を図る。 

③ 授業の展開や学習形態を工夫しな

がら，自分の思いや考えを表現，互

いに学び合う学習を推進する。 

④ ＴＴによる指導や少人数による習

熟度別学習を充実させ，個に応じた

きめ細かな指導に努める。 

⑤ 今泉人材バンクや地域の施設を活

用した体験的な学習を推進する。  

Ｂ 

【達成状況】 

・肯定的回答率が数値指標を達成した。特に

保護者からの回答が昨年度を大きく上回っ

た。校内研修に一丸となって取り組んだ成

果が，授業参観等で保護者に発信できたと

考えられる。 
【次年度の方針】 

①校内研修の成果を継続し，「今泉モデル」

を意識して，互いに高め合いながら授業

力の向上に努める。 

②ねらいを明確にした分かりやすいきめ細

やかな授業を工夫し，基礎・基本の徹底を

図る。 

③学習形態を工夫しながら，自分の思いや

考えを表現し合い，互いに学び合う学習

を推進する。 

④指導法や指導の形態の工夫，更には校内

研修の成果を生かし，児童を見取る力を

働かせ，個に応じたきめ細かな指導に努

める。 

⑤With コロナで，社会状況に配慮しながら

も，今泉人材バンクや地域の施設を有効

に活用した体験的な学習を出来る限り推

進する。 

 教職員 保護者 地域 児童 
Ｒ４ 100.0 89.0  97.2 
Ｒ３ 100.0 81.4  98.3 

Ａ19 学校に関わる職員

全員がチームとなり，

協力して業務に取り

組んでいる。 

【数値指標】 

全体アンケート「学校に関

わる職員全員がチームと

なり，協力して業務に取り

組んでいる。」 

⇒教職員の肯定的回答 

８５％以上  

① 学年主任や各教科・領域等主任の組

織的な連携を図るために，学校内外

のコミュニケーション環境の整備

に努める。 

・管理職（副校長）による総合的な連絡

調整の実施 

・業務担当教員との綿密な打ち合わせ

の実施 

・各スタッフによる関係職員への積極

的な情報提供の推進 

② 職員会議や打合せの機会を活用し，

専門スタッフとの情報交換を密に

する。 

Ｂ 

【達成状況】 

・肯定的回答率は，数値指標を達成した。教

職員間でコミュニケーションを図りなが

ら，「チーム学校」体制で，学校運営に取り

組むことができた。 
【次年度の方針】 
①職員相互の業務内容を理解・精査し，個人

に過剰な負担差が生じないよう，コミュ

ニケーションを図って，協力し合える体

制づくりに努める。 
②専門スタッフとの情報交換を密にし，業

務の精選をはかり，協力体制をより横断

的に構築していく。 

 教職員 保護者 地域 児童 
Ｒ４ 90.5    
Ｒ３ 82.9    



Ａ20 学校は，教職員の勤

務時間を意識して，業

務の効率化に取り組

んでいる。 

【数値指標】 

全体アンケート「学校は，

教職員の勤務時間を意識

して，業務の効率化に取り

組んでいる。」 

⇒教職員の肯定的回答 

８０％以上  

① 業務の精選・見直しなど行い，校務

分掌に位置付ける。 

② 教職員の勤務時間・勤務状況を意識

し合い，他の教職員の業務支援を適

切に行うなど，業務負担の軽減，分

散化を図る。 

③ 「リフレッシュデー」を設定し，定

時退勤を推進し，教職員の意識付け

を図るとともに，互いに声を掛け合

い勤務時間を意識できる雰囲気づ

くりに努める。 

Ｂ 

【達成状況】 

・肯定的回答率は，数値指標を下回った。教

職員一人一人が，充実した授業の実施に向

けた教材研究や個人用パソコンの有効な活

用法の研修等真剣に取り組み，結果的に業

務時間が長くなったためと考えられる。 
【次年度の方針】 
①②本年度の業務の振り返り，分析を行い，

業務内容や分掌の見直し，効率化を図る。

また，他の教職員の業務支援を適切に行

うなど，業務負担の軽減，分散化を組織的

に図る。 

③学年主任を中心に教職員が互いに声を掛

け合い，業務を分担し合うなど勤務時間

を意識して働けるような雰囲気づくりを

行う。 

 教職員 保護者 地域 児童 
Ｒ４ 73.8    
Ｒ３ 78.0    

Ａ21 学校は，「小中一貫

教育・地域学校園」の

取組を行っている。 

【数値指標】 

全体アンケート「学校は，

小学生や中学生が交流す

る活動を行っている。」 

⇒児童の肯定的回答 

８０％以上 

① 地域学校園共同開催行事を計画的・

継続的に実施し，中学生との交流を

深める。 

② 小中合同のあいさつ運動や中学校訪

問の機会を通して，児童生徒の交流

と相互理解を推進する。 

③ 「地域学校園・小中一貫教育」の取

組を各種便り等で，家庭・地域に発

信していく。 

Ｂ 

【達成状況】 

・児童の肯定的回答率は，数値指標を下回っ

ているが，昨年度に比べると上回った。宮っ

子チャレンジや小中合同清掃，中学校訪問

など担当学年については交流をもつことが

できた。児童の指標数値が下回っているの

は，学校全体で中学校と関わる機会が少な

かったからだと考える。 
【次年度の方針】 
①実施内容や時期・方法などを工夫しなが

ら，中学生との交流を深められる活動を

推進していく。 
②小中一貫のあいさつ運動や小中合同清掃

など中学生との活動を通して，更に交流

を深められるようにする。 
③学校として各種便り等を活用し，取組を

積極的に発信していく。 

 教職員 保護者 地域 児童 
Ｒ４ 88.1 79.0 88.2 58.5 
Ｒ３ 87.8 74.9 93.8 54.5 



Ａ22 学校は，地域の教育

力を生かした特色あ

る教育活動を展開し

ている。 

【数値指標】 

全体アンケート「私は，地

域や企業の方々と一緒に

活動することで学習が充

実し，楽しい。」 

⇒児童の肯定的回答 

８５％以上  

① 地域の教育力を積極的に活用し，地

域と連携した特色ある教育活動を

推進する。 

② 地域協議会・地域学校協働活動推進

員等と連携し，地域人材や地域資料

を有効活用した教育活動を推進す

る。また，保護者にもさらにボラン

ティア等の協力を仰ぎ，学校と家庭

との連携も強めていく。 

 

Ｂ 

【達成状況】 

・児童の肯定的回答率は，数値指標を上回っ

た。昨年度よりも２ポイント上昇した結果

として，感染症対策を十分に講じた上で，昨

年度よりも多く行事や活動を実施できたた

めと思われる。 
【次年度の方針】 
①家庭や地域への情報発信にさらに力を入

れ，相互理解を図りながら連携した取組

ができるようにする。 
②実施内容や方法を工夫しながら，地域の

教育力を取り入れた取組を継続し，情報

交換していくことで連携を図った活動を

実践する。 

 教職員 保護者 地域 児童 
Ｒ４ 97.6 87.8 88.2 87.4 
Ｒ３ 90.2 82.2 100.0 85.4 

Ａ23 学校は，家庭・地域・

企業等と連携・協力し

て，よりよい児童の育

成に取り組んでいる。 

【数値指標】 

全体アンケート「学校は，

家庭・地域・企業等と連携・

協力して，教育活動や学校

運営の充実を図ってい

る。」 

⇒教職員・保護者・地域住

民の肯定的回答 

８５％以上 

① 今泉小地域協議会，今泉地区コミュ

ニティセンターと連携し，地域の学

校づくりを積極的に推進するとと

もに，学校運営の充実を図る。        

② 学校公開や各種通知，学校ホームペ

ージ等を活用し，情報の積極的な発

信を行い，家庭・地域・企業等との

連携・協力を推進する。 

③ 泉が丘地域学校園との連携・協力を

より一層推進し，望ましい人間関係

をつくり，進んで学び合う児童の育

成に取り組む。 

Ｂ 

【達成状況】 

・肯定的回答率は，数値指標を全て上回っ

た。 
【次年度の方針】 
①地域協議会，今泉地区コミュニティセン

ターと連携し，地域の各種団体や学校支

援ボランティアの支援を得た取組を継続

し，地域の教育力を生かした教育活動を

推進する。 
②家庭や地域へ情報発信することで，相互

理解を図り，更に連携を図った取組がで

きるようにする。 
③泉が丘地域学校園教育ビジョンである

「望ましい人間関係をつくり，進んで学

び合う児童生徒の育成」に向けて，情報交

換を密にして，連携して取り組むように

する。 

 教職員 保護者 地域 児童 
Ｒ４ 97.6 87.8 88.2 87.4 
Ｒ３ 90.2 82.2 100.0 85.4 

Ａ24 学校は，利用する人

の安全に配慮した環

境づくりに努めてい

る。 

【数値指標】 

全体アンケート「学校は，

利用する人の安全に配慮

した環境づくりに努めて

いる。」 

⇒保護者・地域住民の肯定

的回答 ８０％以上  

① 教職員の危機管理意識を高め，施

設・設備，器具・用具等の定期的な

安全点検の実施に取り組む。 

（定期点検 臨時点検 日常点検） 

② 行政担当課や機動班等と迅速に情

報を共有し，施設等の維持管理や改

善に努める。 

Ｂ 

【達成状況】 

・肯定的回答率は，数値指標を上回った。 
【次年度の方針】 
①更に，教職員の危機管理意識を高め，施

設・設備，器具・用具等の安全点検の実施

に取り組む。 

②行政担当課や機動班等と迅速に情報を共

有し，施設等の維持管理や改善に努める。 

 教職員 保護者 地域 児童 
Ｒ４ 100.0 91.1 94.4  
Ｒ３ 95.1 88.6 100.0  



Ａ25 学校は，学習に必要

なＩＣＴ機器や図書

等を整えている。  

【数値指標】 

全体アンケート「児童は，

パソコンや図書等を学習

に活用している。」 

⇒児童・教職員の肯定的回

答 ８５％以上  

① 情報教育主任やＩＣＴ支援員，学校

図書館司書と連携し，学習に必要な

教材・教具，図書の充実を図る。 

② 市立図書館と連携した希望図書の

有効活用を図ったり，ＩＣＴ機器の

有効な活用法について研修を深め

たりする。 

Ｂ 

【達成状況】 

・児童・教職員の肯定的回答は，それぞれ 
目標を十分に達成している。保護者も昨年

度の数値を上回っている。 
【次年度の方針】 
①ＩＣＴ支援員や学校図書館司書と連携し

てチーム・ティーチングを行い，児童がＩＣ

Ｔ機器や図書資料を効果的に活用できる環

境を整える。 
②巡回図書や希望図書の有効活用を図った

り，ＩＣＴ支援員とＩＣＴ機器の効果的な

活用方法について情報交換をし，校内研修

等を通して共有したりする。  

 教職員 保護者 地域 児童 
Ｒ４ 100.0 88.0  93.5 
Ｒ３ 100.0 86.9  95.1 

本

校

の

特

色

・

課

題 
等 

Ｂ１ 児童は，学校のよさ

を実感し，自校への愛情や

誇りをもっている。 

【数値目標】 

全体アンケート「私は，学

校のよいところや自慢で

きることを知っている。」 

⇒児童の肯定的回答 

８０％以上  

① 共に生きる力を育てる活動の充実

を図る。 

 ・縦割り班活動  

（なかよし班活動 縦割り清掃） 

・特別支援学級と通常の学級との交流 

・体験活動の充実 

② 自他の違いを理解し，尊重し合い支

え合う望ましい学級集団づくりを

目指す活動の充実を図る。 

③ 望ましい食習慣の定着を図る。 

・栄養士による授業 

・各たより発行による啓発と家庭と

の連携 

・お弁当の日の活用 

④ 地域の教育力を積極的に活用し連

携を図る。 

・地域の団体・施設と連携した教育活   

動 

・防災訓練や下校時の見守り 

Ｂ 

【達成状況】 

・児童の肯定的回答率は，数値指標をわずか

に上回った。制限の残る活動が多い中で，昨

年度よりも約５ポイント評価が下がる結果

となった。 
【次年度の方針】 
①特別支援学級と通常の学級との交流及び

協同学習を含め，本校ならではの活動，取

組のよさを明確にして，より充実感が味

わえるよう工夫していく。 
②帰属意識のある望ましい学級集団づくり

を目指す活動の充実を図る。 

③望ましい食生活を図るための各種取組を

推進し，さらに健康な体づくりのための

指導を実施していく。 

④学校，家庭，地域の連携を図った取組を推

進し，情報を発信していく。 

 教職員 保護者 地域 児童 
Ｒ４ 100.0 89.4 94.1 80.6 
Ｒ３ 95.1 87.0 100.0 85.5 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



〔総合的な評価〕 
※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 

【学校運営について】 
・A22「学校は，地域の教育力を生かした特色ある教育活動を展開している」の設問では，教職員・保護者・地域・児童の全

てで肯定的回答率は 85％以上で，コロナ禍において制限が残っているにもかかわらず，工夫を凝らし積極的に教育活動を

展開してきた結果だと思われる。 
・B1「児童は，学校のよさを実感し，自校への愛情や誇りをもっている」の設問では，児童の肯定的回答率が数値指標をわ

ずかに上回ったが，昨年度よりも約 5 ポイント評価が下がっている。本校のよさや自慢できることをはっきりと意識でき

るような行事の実施方法の工夫や，多くの児童が自慢できることを自信をもって答えられるような日々の学級内での声掛

け等が必要であると思われる。 
・新型コロナウイルス感染症拡大防止のため，行事・活動を始め，多くの取組が内容の変更，あるいは中止を余儀なくされ

た。本年度も児童の安心・安全な学校生活を主眼に学校運営を行ってきたが，次年度は十分に配慮しつつも，状況に応じ

て主体的，体験的な活動の充実を図りたい。 
【学習指導について】 
・A1 「児童は進んで学習に取り組んでいる」教職員・保護者・児童の肯定的割合 95％以上であり，望ましい学習態度が定

着している。 
・A12「児童は，『持続可能な社会』について関心をもっている」教職員・児童の肯定的割合の数値指標 80％以上を達成し

た。教職員は，昨年度より 5.4％上昇し，児童は 2.7%上昇した。学習が充実してきたと思われる。 
・ＧＩＧＡスクール構想を理解し，研修等を通して，個人用パソコンを活用した学習指導の方法等，教員の指導力向上を図

ってきた。また，情報主任，図書主任，図書館司書と連携しながら，図書館利用の仕方や機器の使用について発達段階に

応じた指導を継続的に行った。 
・新型コロナウイルス感染症対策のため，学習指導の在り方について，共通理解を図りながら全校体制で取り組むことがで

きた。次年度も引き続き，校務分掌の主任や学年主任を中心として，主体的・対話的で深い学びの実現を図りたい。 
【児童指導について】 
・A2 「児童は思いやりの心をもっている」教職員・保護者・地域・児童の肯定的割合 90％以上であった。 
・A15「教職員は不登校を生まない学級経営を行っている」教職員・保護者・児童の肯定的割合 90％以上であった。学校の

取組が保護者に理解されていると感じる。 
・今年度も新しい生活様式の中，児童同士の交流，地域の教育力の活用を十分に行うことができなかったが，他者を思いや

り，譲り合ったり，周りに配慮したりする姿が多く見られた。 
・児童はきまりを守って落ち着いた生活ができた。引き続き，教職員も児童一人一人の動向や変化を見取り，個々に丁寧に

対応していきたい。 
【健康・体力について】 
・A6 「児童は健康や安全に気を付けて生活している」教職員・保護者・児童の肯定的割合 90％以上を達成したが，地域は

88.9％にとどまった。 
・３つの密の回避，マスクの着用，手洗いの励行，体調管理等，衛生面の配慮・感染防止対策を意識して行動することがで

きた。引き続き，健康に配慮した生活を継続させたい。 
・感染症対策を取った体育の授業について教職員で検討を重ね，工夫して実践してきた。今後も，引き続き体力向上に向け

て全校体制で取り組んでいきたい。 
 
７ 学校関係者評価 

・教職員が学習指導や生活指導等，児童一人一人に向き合い，熱意をもって指導に取り組んでいる姿勢を感じた。 
・授業を参観すると，子どもたちが個人用ＰＣを活用した学習に意欲的に取り組んでいると感じる。低学年から充実させて

いくことが重要である。また，外国語の学習も活発である。日常的に英語でのコミュニケーションを進め，中学校、高等

学校での学習につなげてほしい。 
・本年度も各種行事の参観の機会は少なかったが，各種便り，ＨＰ等，学校からの発信で状況をよく理解することができ

た。保護者にも，学校の取組がよく理解されていると感じる。 
・コロナ禍の中，地域と子どもたちとの交流が十分にできなかったことは，残念である。今後も，「地域を学ぶ」活動を充実

させていってほしいと思う。地域も協力していきたい。 
・ＬＲＴの開通に伴う環境の変化に対して，交通安全指導等児童指導の検討が必要である。 
・今後も，目標の達成に向けて，教職員・保護者・地域が三位一体になって取り組んで行く必要がある。 

 



８ まとめと次年度へ向けて（学校関係者評価を受けて）  
※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 

・教職員の教育活動や児童の様子等について概ね肯定的な評価を得ることができ，ほとんどの項目で数値指標を上回ること

ができた。学校の自己評価や保護者・児童・地域からの評価，意見を基に次年度の計画について検討していく。 

・学校の教育活動や児童の様子において，四者の肯定的割合に差が大きい項目も存在する。今後も地域や保護者の思いや願

いに十分に耳を傾け連携した取組を進めるとともに，学校での取組，児童の様子を家庭や地域へ情報発信することで相互

理解を図るようにする。 

・学習指導については，今年度の成果と各種調査の結果を踏まえて，児童の実態に応じた工夫改善を行うことにより，一人

一人が学ぶことの本質的な楽しさを実感し，学びに向かう態度を身に付けられるよう，研究を進めていく。また，ICT 機

器を効果的活用しながら，児童が互いのよさを認め合い，共に学び合う授業展開を工夫していく。 
・児童指導については，「今泉小学校あたりまえ五か条」を積極的に推進・徹底することで、基本的生活習慣の育成と規範意

識の醸成を図っていく。また，教職員が組織的に対応するとともに，家庭や地域，関係機関と連携・協力しながら，取り

組んでいく。 
・健康（体力・保健・食・安全）については，児童が自ら健康を保持増進するために，主体的に考え，判断し，行動するこ

とができるよう指導の工夫改善をしていく。その中で，困難さへのチャレンジや苦手なことの克服等，自己肯定感やたく

ましい心の育成につながる活動を重視していく。 

・次年度も，児童の健康・安全を確保し，かつ教育効果を上げる行事・活動を行うために検討・工夫を行い，現状を踏まえ

ながらより充実した学校教育を実践できるようにしていく。 
 


